
社੡  ユニパルスઙ式会社
設立  1970年�া1日
ৱ本金 ؙ 9�00ਐ৞
売上高  ৺��੏৞（�0�1年9া期） 
代਀者 ؙ  ௣久 ৥子ؙ
従業৩数 ��9੡（�0��年�া1日時ਡ グループ়計）
হ業内容 荷重・変位・トルク・ஷ動などのセンサ、
  ధびに ୾৾ਃ器・メढ़トロニクスਃ器・エレクトロニクスਃ器の製造・販売

ユニパルスઙ式会社ؙ企業໪ਏ

本社
਎੃中ఙય日本ଶ久ૈ঴9�11ূ  �10��000ٿ
THO 0�����9��1�0
FD[ 0�����9��1�0

ব内ುਡ

名古屋営業所
���੡ଽો市ਧયฟਣ঴  ����1�00ٿ T2M,T$অル    THOؙ0����00��7�0     FD[ؙ0���������09

大阪営業所
�大ଚ市პਆય૝ਉ��1�1�ؙક௵生୵新大ଚਨঅル   THOؙ0���1�0�1�11     FD[ؙ0���1�0�1�1  �����000ٿ

広島営業所
ਣ市વય的場঴1����1ؙઁਣਸ਼一生୵26অル THOؙ0�������7���     FD[ؙ0�������90�0ઁ  ���7���0ٿ

ਲ外ುਡ

中ব（&KLQD）
ユニパルス貿易（無錫）有限公司
௖჆੄無ፉ市人ড়中路1�9号ເඤઁ場ड़フॕス1ౠ��01%౐੪  ��1�00ٿ
THO �����10���7��0��� � 0���
U5/ KWWS���ZZZ�XQLSXOVH�QHW�FQ�

タイ（TKDLODQG）
Unipulse Instruments Thailand Co.,Ltd.
11��1���1�� M���T�'RQKXDURK�$�MXDQJ�&KRQEXUL �0000�TKDLODQG
THO ������������91�
U5/ KWWSV���ZZZ�XQLSXOVH�WRN\R�WK�

インド（,QGLD）
Unipulse Instruments Pvt. Ltd.
,QGLD � 3DNLVWDQ � %DQJODGHVK � 6UL /DQND
/HYHO 9� 6SD]H ,�THFK 3DUN� $1 TRZHU� 6HFWRU � �9 6RKQD 5RDG� 
*XUJDRQ 1��01� ,QGLD
THO �91�9�111��1��0

販売ುਡ

埼玉工場
��൮௣਩௭દ市૸間઎ਧ1  ����00�1ٿ
THO 0���977�1111
FD[ 0���97����00

埼玉工場 別館
൮௣਩௭દ市૸間઎ਧ��7�10  ����00�1ٿ
THO 0���97�����1
FD[ 0���97������

本社অル ൮௣工場 શை൮௣工場

株式会社ロボテック
ユニパルス貿易（無錫）有限公司

ುਡੲਾ

子会社 ؙ  ؙ

製品分৙

�10��000�ؙূ਎੃中ఙય日本ଶ久ૈ঴9�11ؙTHOٿ 0�����9��1��  FD[� 0�����9��1�0

。�000NJのডークを፼り上げてೄい力で移動させるع10
$&1009または$&�009で動き、荷重センサとサーボモータで力と位置を
常に検知しながらডークの上げ下げをサএートする。

電動バランサ

ঐシニングセンタやターニングセンタ主軸の把持力測定、ᄑ盤チャック
の把持力測定。
�φf��φの小径ॶール঍ルダの把持力測定、主軸のજ໨のგみ੢みに
よる቗ブレଆૃのためのエアブローチエッढ़ーなど。主軸およびᄑ盤
チャックの把持力測定は஠૫ଆૃのため無線でデータを取得。

主軸৳৸

回転中の軸のねじれからトルクを測るセンサ。モータやエンジン、
回転৖品の試験等が主な使途。0�0ۜۃ10000عۜۃ�の幅ઁいレンジ、
ଆᅙ型もある。パ९॥ンとU6%で接ਢできる௧用インターフख़イス
だけでなくトルク値、回転速度、動力を同時に਀示する指示計器、
モータ試験ベンチ用に電力஍૨測定器等ఢఈਃ器も௹୕。

回転トルクメータ

ॼノレベルの分ੰ能をもつ静電容量型非接触変位計およびუ電૴方式
非接触変位計。精ഡ位置ৠめ・傝間測定・形૾測定、ஷ動測定などに
使われる。

変位計測

ストレンゲージやロードセル用の増幅器や測定値の੶ஈ用プリンタ・
஫௠発行器など。

増幅器 � ఢఈਃ器 

荷重もしくは重量を測るセンサ。100ۖ�11�100عWRQ�1M1�以上
のレンジがあり、ロードセル指示計に接ਢして用いる。

ロードセル

ロードセルを接ਢし、フ॓クトリーड़ートメーション分৙における圧入・
ढ़シメ・プレス時の荷重変化を動的に૰視し、製品の়౯ਖ਼定などを
行うための制౪指示計。

荷重指示計

トルク制౪ਃ能をੌみ੢んだモーション॥ントロール用アクチュエータ。
トルクを計測しその値が所஦の値になるようにフॕードバック制౪を行う。
トルクの分ੰ能は1�10000にも୸するため大きなトルクもྐ಍に制౪する
ことができる。

トルクアクチュエータ

ロードセルとੌみ়わせ、ଦ়計量ਃ・ั৬ౄᔉਃ・パッढ़ースケール・
঍ッパースケール・トラックスケール・定量供給ベルトスケールなどの
自動はかりをଡ成するための制౪指示計。

計重指示計



会社の歩み

特に、回転トルクメータUTM シリーズは、シャフト型のトルク計測のスタンダードとなり
多くの開発・製造現場で使われています。

従来は、回転軸のトルクを検出するためにストレンゲージ
の信号をスリップリングという摺動する電極を使って取り
出していました。しかし、スリップリングの摩擦・摩耗や
それに伴う温度上昇などの制限により、精度や耐久性、
最高回転速度に制限があり、用途は極めて限定的でした。

この常識を斬新な発想で突き破ったのが、
回転トルクメータUTMシリーズです。
回転軸のひずみをストレンゲージで検出し、非接触給電された回転軸上の
ストレンゲージアンプユニットで回転軸のトルクをデジタルデータにして、それを赤外線通信によって
取り出す仕掛けになっています。
回転軸にはベアリングの摩擦しか作用しないため、超高精度と高速回転とを同時に実現することができ
ました。

近年ではストレンゲージを内製化し、ロードセルや多分力計を自社生産しています。
新製品の高速なトルク変動が測定できるフランジ型トルクメータUTF シリーズは、
高耐負荷でねじり剛性が高く、エンジンやモータの試験用として作られたものです。

子会社のロボテックはユニサーボ（電動トルクアクチュエータ）、ムーンリフタ（電動バランサ）などを
開発・販売しています。特に、荷重センサとサーボモータで力と位置を常に検知する電動バランサは、
人の手感覚で思いのままに重量物を移動させることができます。
今までにない使い勝手の良さから多くの喜びの声をいただいております。

これからもユニパルスグループは研究開発を最重視し、日本初・世界初の製品をお届けしてまいります。
皆さまには、より一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

その頃、当時の最先端産業である造船関係の研究所から
ロードセルアンプの開発案件を受注しました。
ロードセルを見るのも使うのも初めてのことでした。

ロードセルに力がかかると、金属はほんの僅かに変形します。
その僅かな変形を、ストレンゲージの抵抗値の変化として
電気信号に変換する装置がロードセルです。

その頃、荷重の測定はバネの伸びを目盛から読んで測定
していました。精度もいい加減で、高速な荷重変化の測定
は無理。荷重を電気信号として取り出すのも容易ではあり
ませんでした。

ロードセルアンプを受注はしましたが、あまりに電気信号
が微弱なため、所定の精度を満たすためにたいへんな苦労
をしました。
しかし、出来上がったロードセルシステムは高速な荷重変化
にも追従し、安定した測定ができました。

当時は、良いロードセル用のアンプが世の中にありません
でしたから、もし高性能なロードセル用のアンプがあれば
工業用のはかりの殆どはロードセルに置き換わっていくと
確信しました。
そこで、低ノイズで高安定なロードセル用のアンプを量産
すべく研究を開始しました。

ユニパルスは、得意なパルス回路技術（現在のデジタル技術）
を使って、ユニーク（唯一の、という意味）な製品を創ろう
という旗印の下、現会長の吉本を含む若手技術者数人で設立
しました。
高度成長期終盤の1970年のことです。

この頃は電子デバイスが真空管からトランジスタへ移行し始
めた時代で、パルス回路技術は当時の最先端技術でした。

設立当初から自社独自のアイデアと技術で色々な製品を開発
し、大手企業へ供給していましたが、ブランドはお客様のも
ので、苦労と手間の割に儲けさせてはくれませんでした。
そのため、自分の発案したアイデアと技術で自社ブランド
製品を開発、生産して生計を立てて行きたいというのが、
会長吉本の悲願でした。

研究を重ねるうちに、当時のトランジスタ増幅回路を常識はずれな使い方をすると、安定性もノイズも
信じられないほど良くなることを発見しました。
この発見をベースにロードセル用アンプとして量産したものが、今日でもユニパルスのロードセル指示計
の基本回路の一つになっています。

出来上がった製品の性能は驚異的でした。ユニパルスのロードセルアンプが市場を席巻し、現在の会社の
ベースが確立しました。
以来、ロードセルを応用したアプリケーションを中心に、常識への挑戦、新技術への挑戦、
品質へのこだわりをモットーにして、圧入・加締め等を最適荷重で行うためのデジタルインジケータ、
静電容量方式非接触変位計、主軸クランプ力測定器、小径工具把持力計、回転トルクメータなど
ユニークな新製品を開発し、市場へ投入してきました。




